
� 問題と目的

１．不登校の定義

不登校とは，文部科学省の定義による

と，「何らかの心理的，情緒的，身体的あ

るいは社会的要因・背景により，登校しな

いあるいはしたくともできない状況にある

ために，年間３０日以上欠席した者のうち，

病気や経済的な理由による者を除いたも

の」としている．不登校の児童・生徒数の

割合は年々増加している．文部科学省の平

成２８年度のデータでは，全体の生徒数のう

ち，小学校では約０．４７％（約２１３人に１人），

中学校では約３．０１％（約３３人に１人），高

校では約１．４６％（約６８人に１人）が不登校

であるという報告がなされている．しか

し，このデータには，年間３０日に満たない

欠席者や高校退学者は含まれていないた

め，実際には，不登校に近い状態にある児
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要 約

不登校には一般的にネガティブなイメージがあり，当人もその経験を肯定的には捉えづ

らい現状がある（福岡・松井・笠井，２０１４）．不登校のポジティブな側面を取り上げた研

究は少なく，また，不登校経験のポジティブな側面に意味づけをしたり，不登校経験によ

る自己成長感が高かったりした者はレジリエンスが高く，不登校の予後が比較的良いとい

う報告もある（浮田・福島・長谷川，２０１４）．これらのことに鑑み，本研究では，不登校

の意味と価値を明らかにすることを目的とした．研究の同意を得られた不登校経験者９名

に半構造化面接を実施した．面接内容はICレコーダーにて記録し，逐語録を起こし，SCAT

を用いて分析を行った．分析の結果，不登校の意味と価値として，６点明らかとなった．

�不登校に対してのポジティブな捉え方を持つこと，�不登校・ひきこもりの捉え方の変
化が起こること，�自分を見つめることが出来るようになったこと，�性格のポジティブ
な変化が起こったこと，�適応的な思考の変化が起こること，�やりたいことを見つけら
れることが挙げられた．加えて，不登校を乗り越えられるきっかけとして，�人との出会
い・関わり，�夢が出来たことの２点が明らかとなった．

【Key Word】不登校 不登校の意味と価値 ポジティブな側面 面接調査 SCAT
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童・生徒はさらに多い可能性があるとも指

摘されている（石隈・庄司，２０１４）．

そのため，この現状を鑑み，本研究で

は，文部科学省の定義に当てはまる不登校

経験者を含め，登校することが難しくなり

中途退学に至った経験，また適応指導教室

に通うこととなった経験をした人も含めて

不登校と定義する．

２．不登校を経験してきた子どもたちの現

状

不登校を経験してきた子ども達は学校復

帰や通信制や定時制の学校に転校，フリー

スクールへ通う，ホームエデュケーション

に取組むなどそれぞれに合った道へ進んで

いく．しかし，様々な経験の少なさから自

信のなさであったり，将来の方向性に前向

きになれなかったりなど「不登校であった

自分」に，劣等感を持ち続ける．また，社

会の中で生きていくことへの不安を抱えて

いる（福岡・松井・笠井，２０１４：松井・笠

井，２０１２）．不登校には一般的にネガティ

ブなイメージがあり，当人もその経験を肯

定的には捉えづらい現状がある（福岡・松

井・笠井，２０１４）．しかし，松坂（２０１０）

の不登校経験者（高校生，大学生，大学院

生，社会人に実施）への面接調査では不登

校経験による利益として，�不登校を経た
後に獲得された肯定的な結果（良好な対人

関係や努力の成果，成長感），�特別な経
験をした実感の２点を報告している．ま

た，浮田・福島・長谷川（２０１４）では，大

学生への面接調査において，不登校経験の

意味づけにおいて，否定的側面だけでな

く，肯定的側面として自分らしさを経験上

見出しているという報告がある．以上のこ

とから，不登校であった時期，その後の過

程にはネガティブな側面だけでなく，ポジ

ティブな側面も多々あるのではないかと考

える．

３．目的

（１）本研究の目的

本研究では，不登校経験者に自身の不登

校経験について振り返り，語って頂くこと

で，不登校の意味と価値を明らかにするこ

とを目的とする．

（２）本研究の意義

不登校経験の意味や価値を明らかにする

ことで「不登校」経験はネガティブな側面

だけでなく，ポジティブな側面もあるとい

うことを示し，不登校理解を広げることに

なると考える．

不登校のポジティブな側面を取り上げた

研究は少なく，また，不登校経験のポジテ

ィブな側面に意味づけをしたり，不登校経

験による自己成長感が高かったりした者は

レジリエンスが高く，不登校の予後が比較

的良いという報告もある（浮田・福島・長

谷川，２０１４）．このことからも，不登校経

験のポジティブな側面を明らかにすること

は意義があると思われる．

� 方法

１．調査協力者

研究の同意を得られた不登校経験者９

名．（２０代から３０代の男性４名・女性５

名）．

基本プロフィールを以下の表にまとめ

た．
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２．調査時期

調査は，２０１８年６月から２０１８年９月に行

った．

３．データ収集方法

（１）インタビュー調査のお願い

「インタビュー調査のお願い」の文章を

配り，協力可能と申し出があった方へ研究

の意義，方法，倫理的対応などについて詳

しく説明をした．

（２）半構造化面接

研究に同意を得られた方に４０分から５０分

程度の半構造化面接をした．面接内容はIC

レコーダーにて記録し，逐語録に起こして

表１ 調査協力者の基本プロフィール

不登校の主な理由 不登校の時期・期間 その後の進路

Aさん
２０代
男性

・友人関係のトラブル 高３春から夏頃の２から３カ月程
（中３秋に１，２カ月，病気により学校に
行っていない期間があった）

通信制高校に転校
大学進学
現在，大学院生

Bさん
２０代
女性

・辛いことが重なった
こと

中１冬休み明けから１，２カ月程
（その後，保健室登校をしていた時期があ
った／高２秋から冬頃の１カ月未満の期
間，友人関係，両親と関係などのことから
学校に行っていない時期があった）

大学進学
現在，社会人

Cさん
２０代
男性

・友人関係
・両親との関係

� 中３の終わり頃
� 高１夏休み明けから次年度
� 留年し，高１（２度目）の春から夏頃
（少し学校に行っていた日もあった）

高卒認定試験を受け
る
大学進学
現在，社会人

Dさん
２０代
女性

・学校が好きではない
・人間関係

高校の頃
（中学は病気により学校に行っていない期
間があった／大学でも行っていない時期が
あった）

通信制高校に転校
大学中退
現在，社会人

Eさん
２０代
女性

・転校
・クラスになじめない

小３から中３
（中２から中３までは適応指導教室へ通っ
ていた）

定時制高校に進学
大学進学
現在，大学院生

Fさん
３０代
男性

・集団が苦手 小３前半から中３終わり
（小６の頃，少し学校へ行っていた期間が
あった／中学卒業後からひきこもりの期間
があった）

定時制高校に進学
大学進学
現在，大学院生

Gさん
２０代
女性

・いじめ
・家庭環境の複雑さ

小６の６月の終わり頃から夏休みいっぱい
（小４から小５の頃は，保健室登校をして
いた）

現在，大学生

Hさん
２０代
女性

・学校が合わなかった
・食べ物を食べなくな
り体調不良

・家族との関係

中３秋頃から高１夏頃 通信制高校に転校
現在，大学生

Iさん
２０代
女性

・不明
小さい嫌なことの積み
重ね？

� 中２冬から中３終わり
� 高１春から高２の初め

通信制高校に転校
大学進学
現在，大学院生
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表２ SCATでの分析例

テクスト 〈１〉
データの中の注目
すべき語句

〈２〉
それを言いかえる
ためのデータ外の
語句

〈３〉
それを説明するた
めの語句

〈４〉
そこから浮き上が
るテーマ・構成概
念

不登校になっちゃ
った子とかの気持
ちもその，分かる
ようになったし

不登校になっちゃ
った子とかの気持
ちもその，分かる
ようになった

不登校の捉え方の
変化

自分も不登校を経
験したこと

不登校の子の気持
ちの理解が出来る
ようになったこと

分析に用いた．場所は，なるべく静かで，

周囲に第三者のいない，調査協力者のプラ

イバシーが守られる環境が望ましいため，

調査協力者と協議して決めた．

４．半構造化面接の内容

半構造化面接の内容は以下の通りであ

る．

（１）不登校であった時について教えてく

ださい．

�不登校であった時期，期間を教えてくだ
さい．

�不登校に至るまでの経緯・きっかけにつ
いて教えてください．

�不登校の間の生活・そのときに考えたこ
とを教えてください．

（２）不登校であった時期を経て現在どの

ように感じているか教えてください．

�不登校はあなたにとってどのような影響
や変化があったか教えて下さい．

�不登校を経験したことによって考えたこ
とや思ったこと感じたことがあれば教え

てください．

�不登校を経て現在に至るまでに支えとな
ったものがあれば教えて下さい．

但し，６名のインタビュー終了時点で，

さらに内容を明らかにするため，残りの３

名には「（３）不登校のポジティブな側面

について教えて下さい．」といった質問を

追加した．

５．データ分析方法

SCAT（Steps for Coding and Theoriza-

tion：以降SCATと表記）を用いて分析し

た．

SCATは，質的分析の困難さを克服する

ために開発され，明示的で定式的な手続き

を有する初学者にも着手しやすい手法であ

る．また，小規模データにも適用可能とい

う利点がある．SCATでは，マトリクスの

中にセグメント化したデータを記述し，そ

のそれぞれに，〈１〉データの中の注目す

べき語句〈２〉それを言いかえるための

データ外の語句〈３〉それを説明するため

の語句〈４〉そこから浮き上がるテーマ・

構成概念の順にコードを考えて付していく

４ステップのコーディングがある．加え

て，〈４〉のテーマ・構成概念を紡いでス

トーリーラインを記述し，そこから理論を

記述する手続きがある分析手法とされてい

る（大谷，２００８）

分析例を以下に示す．
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本研究で，SCATを採用した理由として

は，本研究で扱うテーマが，不登校の意味

と価値を明らかにするというものであり，

研究対象とする現象がプロセス的性格を持

っていること，９名というデータの少なさ

から分析方法としてSCATが妥当であると

判断したためである．

６．倫理的配慮

本研究は跡見学園女子大学研究倫理審査

委員会（受付番号１８―００５）において承認を

得た．

� 結果

１．分析テーマ

本研究では，分析テーマを「不登校経験

者が不登校経験を乗り越えるには，どのよ

うな心理的プロセスがあるか」とする．

２．ストーリーライン，理論記述

ストーリーラインとは，「データに記述

されている出来事に潜在する意味や意義

を，主に〈４〉に記述したテーマをつなぎ

合わせて書き表したもの」と定義している

（大谷，２００８）．〈４〉で生成された構成概

念・テーマには下線を引いて示した．

目的に即して，全ての調査協力者の逐語

データを丁寧に読み込んだ．その後，無作

為に選択した１人分のデータを，SCATを

用いて分析し，９名分のストーリーライン

を作成した．方法でも述べたが，Aさんか

らFさんまでは，（１）から（２）までの

質問項目を設定し，半構造化面接を行っ

た．GさんからIさんまでは，上記に加え

て，「（３）不登校のポジティブな側面につ

いて教えて下さい．」といった質問を追加

し，半構造化面接を行った．また，その

後，９名のストーリーラインから共通性を

見出し，統合したストーリーラインを作成

した．

理論記述とは，ストーリーラインを断片

化し，「このデータからいえること」を記

述したものである（大谷，２０１１）．

以下，９名のストーリーラインから統合

化したストーリーラインと理論記述を示

す．９人の分析で生成された〈４〉構成概

念・テーマは下線で示し，さらに共通性を

まとめ，上位概念としたテーマは〈 〉で

示す．

（１）ストーリーライン（現時点で言える

こと）

不登校を経験し，〈不登校に対してのポ

ジティブな捉え方を持つこと〉があり，逃

げる力を養えたことから，自分を守る選択

肢を取ることが出来た経験，逃げるという

選択肢を取ることが出来たということ，学

校へ行かないという選択・主張で，勇気の

いる行為，立派なことといったように不登

校の捉え方が肯定的なものとなっていくよ

うである．そのようななかから，〈不登

校・ひきこもりの捉え方の変化が起こるこ

と〉があり，自分と同じような経験をした

人の気持ちがわかることから，ひきこもり

や不登校の人への見方の変化があり，社会

から外れた人へ優しく出来るようになれた

ことや人の気持ちの理解が出来るようにな

ったこともあり，不登校の人に対する認識

が肯定的に変化しているようであった．加

えて，無理に学校に行かなくても良いとい

う考えを持つようになり，学校へ行かなけ

ればならないというような固定観念が無く
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なるようであった．また，不登校期間に

は，〈自分を見つめることが出来るように

なったこと〉から，自分の課題の発見をし

たり，自分の限界を知る期間となったり，

自分を見つめる時間が取れたことで，自己

内省が出来ることとなったようであった．

そして，〈性格のポジティブな変化〉が起

こることがあり，不登校を経験したことに

より，人見知りな性格から社交的な性格へ

と性格の変化を感じたり，自己主張できる

自分へと性格の変化を感じたりすること

で，自身の性格の変化を肯定的に捉えてい

るようであった．加えて，〈適応的な思考

への変化〉が起こることもあり，０か１００

と言った極端な考え方が，ほどほどに休ん

で気楽に生きていけばいいという考え方に

転換したり，無理して頑張らないという考

えを持ったりすることがある．さらに，ポ

ジティブに考えられるように考え方が変化

したり，自分を責めなくなったことがあっ

たり，自分に厳しくなくなったことがあっ

たりと完璧でなくていいという考え方に変

化するようであった．また，ポジティブな

気持ちで過ごすようにしたり，自身の性格

傾向から場面にあった考え方へと変化した

り，友人関係の距離感の重要性や言葉の受

け取り方を学んだりといった，今まで苦し

んできた自分の考え方の転換が起こるよう

であった．このように，不適応的な考え方

から適応的な考え方の転換が起こるようで

あった．さらに，〈やりたいことを見つけ

られること〉もあり，やりたいことの発見

が出来た期間という面と本当にやりたいこ

とを探せる期間という面があり，自分が本

当にやりたいことを探し，発見できるよう

である．

そして，不登校を乗り越えていく過程に

は，〈人との出会い・関わり〉が重要な支

えとなるようである．家族の不登校に対す

る理解があることや母親が不登校を受け入

れてくれた・認めてくれたことにより不登

校が改善の方向に向かうことがあるよう

だ．また，適応指導教室での同じ経験をし

た子どもとの出会いや転校先の通信制高校

での仲の良い友人との出会いにより，その

場所に通い続けることが出来るようだ．そ

して，モデルかつ目標になった恩師との出

会いやスクールカウンセラーとの出会い，

自分らしくいられかつ背中を押してくれた

臨床心理士との出会いなど不登校期間に支

えとなってくれた人との出会いから〈夢が

出来ること〉があり，勉強を頑張ろうとい

う気持ちが沸き，進学意欲が生じることも

あるようだ．

（２）理論記述

・不登校を経験すると，不登校に対しての

ポジティブな捉え方を持つことがある

・不登校を経験すると，不登校・ひきこも

りの捉え方の変化が起こることがある

・不登校を経験すると，自分を見つめるこ

とが出来るようになることがある

・不登校を経験すると，性格のポジティブ

な変化が起こることがある

・不登校を経験すると，適応的な思考への

変化が起こることがある

・不登校を経験すると，やりたいことを見

つけられることがある

・人との出会い・関わりにより不登校を乗

り越えることが出来る

・夢が出来ることで，不登校を乗り越える

ことが出来る
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� 考察

１．不登校経験の意味と価値

不登校のポジティブな側面，つまりは不

登校の意味と価値と考えられる点が，６点

明らかとなった．１つ目に，不登校に対して

のポジティブな捉え方を持つこと，２つ目

に，不登校・ひきこもりの捉え方の変化が

起こること，３つ目に，自分を見つめるこ

とが出来るようになったこと，４つ目に，

性格のポジティブな変化が起こったこと，

５つ目に，適応的な思考の変化が起こるこ

と，６つ目に，やりたいことを見つけられ

ることが挙げられる．以下，詳細に述べ

る．

（１）不登校に対してのポジティブな捉え

方を持つこと

Gさんからは，「行かないっていう主張

をするっていう風に不登校っていう言葉自

体は思っていて／断ったり，ダメって言え

ることって，結構言えない子が多いじゃな

いですか，その中で，自分は行かないって

いうのをちゃんと，親とか学校にぶつける

っていう，その行為自体が，結構すごく勇

気がいることだと思う／すごく立派なこと

だよっていう風に，思います／とりあえず

学校に行かなきゃいけないっていう考え方

が自分の中で，なくなったかなっていう風

に思いますね」という発言があった．ま

た，Iさんからは，「不登校って逃げだって

言われると思うんですけど，逃げてると

か，学校から逃げているとか，世間から逃

げているみたいなイメージがあると思うん

ですけど，でも逃げるのってすごく大変

で，逃げないっていう選択より，逃げるっ

ていう選択のほうが１００倍大変だと思うん

ですよ．なので，その無理して学校行っ

て，なんか嫌なことあって死んじゃうより

は，嫌だったらもう行かないっていう選択

をしたほう，ほうが絶対いいと思うし，そ

の選択をできていること自体で，私はもう

すごいと思うし，強いと思っている」とい

う発言があった．また，Bさんも同様のこ

とを述べていた．以上のことから，不登校

を経験したことで，不登校に対してのポジ

ティブな捉え方を持つことが伺える．

（２）不登校・ひきこもりの捉え方の変化

が起こること

Aさんから，「僕，人のことそんなに興

味がないっていうか，あんまり共感したり

とかっていうのがそんなになかったタイプ

の人間だったんです，昔．だけど，自分が

辛い思いしたから，こう，ほかの人，そう

いう思いをしている人に目が向くようにな

った」という発言があった．また，Hさん

からは，「ひきこもっているような人，も

なんか，だらしないとかそういう，なんか

怠けているのではないなあっていうのは思

うようになった／社会から一旦外れている

人達に優しく出来るのもそうだし」という

発言があった．また，Dさん，Eさん，F

さんも同様のことを述べていた．以上のこ

とから，不登校経験をすることで，不登

校・ひきこもりの捉え方の変化が起こり，

肯定的な見方が出来るようになるというこ

とが伺える．

（３）自分を見つめることが出来るように

なったこと

Aさんから，「高校は特に人間関係って

いうのがあったので，まあ一つ自分の課題

として人間関係を，なんだろうな，よくよ

くしていこうというか，作れるようにしよ

うってことで，まあ大学に入ってっていう
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ところもあったので，げ，原動力っていう

か，になった．」という発言があった．ま

た，Fさんからは，「内省，自己内省をだ

いぶ一人で考え，れる，～表に出てればそ

うはなっていなかったかもしれないです

ね」という発言があった．さらに，Hさん

からは，「追い詰めないとか，まあ，出来

ないときは出来ないでしょうがないって思

えるようになったというか．なんか自分の

限界が分かった感じがする」という発言が

あった．また，Hさんも同様のことを述べ

ていた．以上のことから，不登校経験をす

ることで，自分を見つめることが出来るよ

うになったということが伺える．

（４）性格のポジティブな変化が起こった

こと

Aさんから，「社交性も身に付いたし，

人見知りもなおった」という発言があっ

た．また，Iさんからは，「あまり自分の意

見とかを言わなかったりとか，してた結構

たぶん，どっちかというと静かめだったと

思うんですけど～自分の好きなことをみん

なにバンバン話すので，自己主張が激しく

なったというか，言いたいことを結構言う

ようになって，なのでなんですか，なん

か，性格真逆になったんじゃないかってい

う感じなぐらい，自分では変わったなあっ

て思って～自己主張するようになったって

いうのはすごいおっきいなあって思ってて

～何も言わないよりはいいのかなって思っ

て，それはいい面の方が大きいかな」とい

う発言があった．以上のことから，不登校

経験をすることで，性格のポジティブな変

化が起こることが伺える．

（５）適応的な思考の変化

Bさんから，「不登校の時に結構極端な

考え方をしていたんですよ／今，過去を振

り返ってみると，その１か１００かの思考は

すごく間違っていると思うし，そういうこ

とを考えているから苦しくなるんだってい

うのを過去の自分を見て分かるので，今は

そういう考えはしないで，ほどほどに頑張

って，ほどほどに休んで，気楽に生きてい

けばいいんじゃないかと考えるようになっ

たので，そういう意味でも影響を与えてい

ます」という発言があった．また，Eさん

から，「無理して頑張らないみたいな，思

い，価値観と言うか，そういう，性格には

なったなって思います．」という発言があ

った．加えて，Hさんから，「なんでもポ

ジティブにするようになったような気がす

る／完璧じゃなくてもいいなとか，うー

ん，なんかそんなに頑張んなくてもいいな

っていうのは，不登校経験したから思うよ

うになったかな」という発言があった．ま

た，Cさん，Dさんも同様のことを述べて

いた．以上のことから，不登校経験したこ

とで，自分を苦しめていた不適応的な考え

方から適応的な考え方に変化するようだ．

（６）やりたいことを見つけられるという

こと

Fさんから，「自分の，興味本位ですけ

ど，自分の悩みともつながるのかなってい

うので，あ，じゃあ，自分がやりたいのは

それだなあって思って」という発言があっ

た．また，Hさんから，「自由に生きてい

いみたいな，なんか，気づけるっていうか

～もしやりたいことがある人だったら，そ

の年でも別な道に行ってもいいし，ってい

うなんか，いろんな道あることに気づける

っていうか，～決められたレールっていう

のから外れるのもまあ，悪くないなあ，気
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づけるチャンスっていうか，本当にやりた

いことを探せる期間なのかなあと思う」と

いう発言があった．以上のことから，不登

校経験したことで，やりたいことを見つけ

られることがあるようだ．

２．不登校を乗り越えられるきっかけ

不登校を乗り越えられるきっかけとし

て，人との出会い・関わり，夢が出来たこ

との２点が明らかとなった．乗り越えると

いうことは，単に学校に行けるようになる

ということだけでなく，次のステップに進

んでいくという意味も含み考察する．以

下，詳細に述べる．

（１）人との出会い・関わり

Cさんからは，「学校行けなくなってか

ら，その，カウンセラーの先生にお世話に

なって，で，元々そのうちの中高に来てい

た，あのうスクールカウンセラーの方で，

～そういう先生とか，まあ本当に助けられ

たなあっていう風に思いますね．」という

発言があった．また，Dさんからは，「通

信のときもやっぱ最初はもう学校行きたく

なさすぎて，通信，１年生の時はほとんど

行けてなったんですよ，通信も．なんです

けど，なんだっけな，なんか，テストは，

受けに行かなきゃいけなくて，テスト無理

やり行ったんです．そん時に，仲良くなっ

た友達が，なんか，あ，なんか，すごい，

楽しくさせてくれたんですよね．～学校行

くのが少し苦じゃなくなったんですよね．

／家族が，なんていうんだろう，親がなん

か割と受け入れてくれたので，すぐに最初

は，まあ，え，なんでってなったんですけ

ど，でも，しょうがないねってなってくれ

たので，その時に，親とかお姉ちゃんとか

がちゃんと，聞いてくれたりとか，そうい

うのがあったから，そうですね，支えにな

りました．」という発言があった．さら

に，Eさんからは，「適応指導教室の臨床

心理士の方はすごく話しやすくて，はい，

なんか，素が出せるというか，自分のちょ

っとダメなところとか，面倒くさがりなと

ころとかすごい受け入れてくれて，でもそ

れでも，背中を押してくれるみたいな人

で，そういう面では，なんか，信頼できる

大人が，母親以外に出来たっていうことは

大きいし，なんか，今でもその人は理想像

なので，私の，そういう部分で大きい人で

すね，結構．／やっぱり一番大きいのは，

母親が結構，なんか学校に行かないことを

認めてくれたというか，受け入れ始めてく

れた時期っていうんですかね，だったのが

大きいかなっていうのは思います．」とい

う発言があった．また，Aさん，Bさん，F

さん，Hさん，Iさんも同様のことを述べ

ていた．以上のことから，不登校を乗り越

えていくには，人との出会い・関わりが重

要であることが伺える．

（２）夢が出来たこと

Aさんからは，「恩師っていうのが一番

当てはまるなって思っていて，うん，高校

１，２年生の時の，担任の先生がいらっし

ゃって／恩師っていうのは結構，モデリン

グに近いところがあるんで，心理学の先生

もそうですけど，その先生みたいになりた

いなあっていうのが結構ある」という発言

があった．また，Fさんからは，「アンソ

ニーストウっていう人が，分析家，ユング

派の分析の人で，で，「フロイト」ってい

う伝記，伝，解説書みたいのとか，あとは

そう，臨床心理学に関する本が何冊か書い
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てあっ，書いてたんですよ，だからそれが

きっかけですね．あのう，臨床心理学があ

るんだっていうのを，～こういう，心につ

いて考える学問があるんだっていうのを，

その，その人の本で知って，あじゃあ，ち

ょっと，まあ自分の，興味本位ですけど，

自分の悩みともつながるのかなっていうの

で，あ，じゃあ，自分がやりたいのはそれ

だなあって思って，～今の感じになってい

るんですけど，はい．」という発言があっ

た．また，Cさん，Eさんも同様のことを

述べていた．以上のことから，夢が出来る

ことで，不登校を乗り越えていくことに大

きく影響するということが伺える．

３．まとめ

不登校を乗り越えていくには，人との出

会い・関わりや夢が出来ることが大きく影

響しているということが伺える．そして，

不登校を乗り越えてきた不登校経験者は，

不登校のポジティブな側面として，不登校

に対してのポジティブな捉え方を持つこ

と，不登校・ひきこもりの捉え方の変化が

起こること，自分を見つめることが出来る

ようになったこと，性格のポジティブな変

化が起こったこと，適応的な思考への変

化，やりたいことを見つけられることの６

点を見出し，これらは，不登校の意味・価

値であると考えられる．

不登校経験には，ネガティブな側面につ

いても挙げられたが，ポジティブな側面に

ついても多々挙げられた．これらのこと

は，不登校経験者たちが懸命に生きようと

取り組んだ結果であると思われる．不登校

は，自分が壊れてしまわない前にブレーキ

を自分でかけることの出来たということで

あると考えられる．大人であっても，仕事

場の環境により自分が壊れてしまう前には

仕事を辞めて休んだり，転職をしたりす

る．子どもにとっては，仕事場が学校であ

り，自分が壊れてしまう前に逃げるという

選択肢を取り，別な場所・機会で学ぶとい

う選択肢をもう少し肯定的に考えても良い

のではないだろうか．

また，子どもにとっては，教育を受ける

権利はあるが，学校へ行く義務はない．教

育の機会確保法が２０１７年に施行されたが，

多様な学びの場・機会を認めていくことの

重要性を示唆していると思われる．

４．本研究の限界と今後の課題

本研究の限界点と課題を４点述べる．

�本研究の協力者は，研究の目的を知った
上で協力して下さっていたため，元々不

登校への捉え方がポジティブな方もしく

は，ポジティブな側面を感じている方が

協力して下さっている可能性がある．

�協力者の９名という人数の少なさ，不登
校理由，不登校期間などにばらつきがあ

り，今回の結果はあくまで，この対象者

に言えることであり，一般化することは

難しい．

�調査協力者の年齢についてである．３０代
の方が１名おられたが，２０代が多くを占

めている．３０代，４０代，５０代など年齢に

よって，捉え方が変化する可能性があ

る．

�インタビュー項目の検討の必要性があ
る．今回のインタビュー項目は，本研究

で明らかにしたいことについて，遠回し

であったように思われる．ダイレクト

に，不登校のポジティブな面を聞く質問
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が必要であったと考えられる．また，途

中，質問項目の追加をしたが，６名には

「（３）不登校のポジティブな側面につい

て教えて下さい．」という質問をしてお

らず，６名にも同様に質問していた際に

ポジティブな側面についてのデータがさ

らに取れていた可能性がある．
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